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	第26期　農学委員会・食料科学委員会合同
	第2回産業生物バイオテクノロジー分科会議事要旨
	日時: 2024年5月29日（水）午前10時～12時 会場: Zoomによるオンラインン会議 出席者：磯部　祥子、射場　厚、江面　浩、木下 政人、経塚　淳子、立川　雅司、塚谷　裕一、矢野　昌裕、丸山 明子、山崎 真巳、山本 卓、吉田　薫
	議事.
	1.　開会の挨拶と出席者確認
	2. 話題提供：ゲノム編集技術の農業・食品応用をめぐる各国の規制について
	話題提供者: 立川雅司委員
	海外の規制動向ならびに、規制の背景や今後の見通しについて話題提供があった。
	3.見解の提出について
	今期において見解の提出を行う上で、その目的と内容の骨子を議論した。
	4. 情報発信について
	情報発信についてその目的、方法、および内容を議論した。
	5. その他
	次回の分科会の内容について、話題提供を１題計画すること、ならびに見解案の骨子と情報発信方法の具体案を策定することとした。


